
ＪＹＭＧメールマガジン[第 11 号]                      2011 年 7 月 8 日 

 

メルマガ 第 11 号 吉村順三記念ギャラリーからの お知らせです。 

先週から 目白ギャラリーは 展示替え いたしました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

吉村順三記念ギャラリーは 

★★☆ＪＹＭＧ 小さな建築展 第２８回☆★★ 

   「国際文化会館住宅と同志社大学アーモスト館新館」展を 

     7 月 2 日（土）から 8 月 7 日（日）迄の 

     各土曜日・日曜日 午後１時～６時まで 開催しております。 

 

○国際文化会館住宅 1955 年 

「これは住宅の原型である」と思った。食卓と台所の関係、台所とユーテｲリテｲとお手伝いさんの部屋

の扱い方に、家族の生活と一体の暖かさを感じた。風通しの良さも格別。このプランの主旨は愛知芸大

の職員住宅にもつながってゆく。プランをみていると生活がわかる。家族が見える。やはり住宅はすべ

ての建築の基本である。国際文化会館の本館は前川・坂倉・吉村の共同設計だったが、住宅は吉村の担

当であった。生活を形にする、美しい寸法で楽しい空間を作る、がここにある。 

 

○同志社大学アーモスト館新館 1962 年 

同志社大学構内に建ったアーモスト館は学生の研修室と、牧師さんの住宅が一つになっている。ここで

も教育と生活の一体化が実現されている。アーモスト館についての吉村の言葉があるので、一部分を転

載する。 

「我々は京都の建物のもっている人間的な尺度や、デリケートな美しさを近代の建築の中に再生してゆ

かなければならないと思っています。人間的な暖かさや楽しさを忘れたコンクリートの建築はまだまだ

研究されなければならない多くの課題をもっています。設計上の一番大切な問題点は、新館をどういう

風に本館と調和させるかということでした。本館と統一ある雰囲気を作るには庭が重要な役割を果たす

ことになってきます。幸い古い寄宿舎の跡まで庭にすることが出来て、この庭の空間がアーモスト館の

中芯となりました。」                          （文責 奥村まこと） 

 

○（毎土日）3 時ごろには、ブレイクタイム・トークをいたしております 

ご参加お待ちしています。 

 

 吉村順三記念ギャラリー  

  担当： 平尾 寛  藤井 章 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

◆この展覧会について 

  →   http://www.sepia.dti.ne.jp/jymg/ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 



★☆次回は 第 29 回 

「湘南茅ヶ崎の家」展を 

9 月 10 日（土）から 10 月 16 日（日）迄の 

各土曜日・日曜日 午後１時～６時まで 

開催を予定しております。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

★★☆吉村順三記念ギャラリーからのお願い☆★★ 

○愛知芸大の関連内容 次のサイトも 是非ご覧ください。 

 

   名古屋市水辺研究会の HP に、愛知芸大の詳細が発表されました。 

→   http://www15.ocn.ne.jp/~mizube/ 

 

  愛知県立芸術大学 建て替えについて 

→  http://web.me.com/shinodanozomi/aichigeidai/TOP.html 

 

  緑豊かな愛知芸大キャンパスを活かしていこう会 

 →  http://www.midoriyutakana.jp/ 

 

■■■■ Junzo Yoshimura Memorial Gallery (JYMG)■■■■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

※このメールに対する返信では 

当事務局へのメールなどは、受付できませんので ご注意下さい。 

■この電子メールは 

〈ＪＹＭＧメールマガジン〉にご登録いただいた方にお送りしています。 

■詳しい情報は吉村順三記念ギャラリーホームページへ  

→  http://www.sepia.dti.ne.jp/jymg/ 

■ＪＹＭＧメールマガジンの解約ご希望の方は 

→  http://www.sepia.dti.ne.jp/jymg/sub3.html 

（案内図と連絡先のページより配信停止へ） 

■メールアドレス変更の場合は、一旦解約し、新たに登録を行ってください。 


